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第
五
条
の
七
第
二
項
中
「
第
十
条
第
十
一
項
、
第
十
条
の
二
第
八
項
」
を
「
第
十
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、「
、
第

十
条
の
五
の
二
第
十
項
」
を
削
り
、「
及
び
第
十
条
の
五
の
四
の
二
第
七
項
」
を
「
、
第
十
条
の
五
の
五
第
七
項
及
び

第
十
条
の
五
の
六
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
継
続
雇
用
者
給
与
等
支
給
額

及
び
同
号
に
規
定
す
る
継
続
雇
用
者
比
較
給
与
等
支
給
額
」
を
「
同
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
金
額
」に
改
め
、

「
お
け
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中「
第
三
項
に
」

を
「
第
八
項
に
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
に
」
を
「
第
八
項
に
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
第
五
項
及
び
前
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
五
項
を
加
え
る
。

３

法
第
十
条
の
六
第
五
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
同
項
に
規
定
す
る
個
人
の
同
号
イ
に

規
定
す
る
国
内
雇
用
者
（
雇
用
保
険
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
一
般
被
保
険
者
に
該
当
す
る

者
に
限
る
も
の
と
し
、
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第

九
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
で
あ
る
者
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
以

下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
国
内
雇
用
者
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
当
該
個
人
の
国
内
雇
用
者
と
し
て
対
象

年
（
法
第
十
条
の
六
第
五
項
に
規
定
す
る
対
象
年
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
当

該
対
象
年
の
前
年
に
お
い
て
事
業
を
営
ん
で
い
た
期
間
内
の
各
月
分
の
当
該
個
人
の
給
与
等
（
同
条
第
五
項
第
一

号
イ
に
規
定
す
る
給
与
等
を
い
う
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。

４

法
第
十
条
の
六
第
五
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
法
第
十
条
の
五
の
四
第
三
項
第
九
号

に
規
定
す
る
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
の
う
ち
法
第
十
条
の
六
第
五
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
継
続
雇
用
者
（
次
項

に
お
い
て
「
継
続
雇
用
者
」
と
い
う
。）に
係
る
金
額
と
す
る
。

５

法
第
十
条
の
六
第
五
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
個
人
の
対
象
年
の

前
年
に
係
る
給
与
等
支
給
額
（
当
該
個
人
の
そ
の
年
分
の
事
業
所
得
の
金
額
の
計
算
上
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る

国
内
雇
用
者
に
対
す
る
給
与
等
の
同
号
イ
に
規
定
す
る
支
給
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち

継
続
雇
用
者
に
係
る
金
額
（
当
該
個
人
が
当
該
対
象
年
の
前
年
に
お
い
て
事
業
を
開
始
し
た
場
合
に
は
、
当
該
対

象
年
の
前
年
に
係
る
給
与
等
支
給
額
の
う
ち
継
続
雇
用
者
に
係
る
金
額
に
十
二
を
乗
じ
て
こ
れ
を
当
該
対
象
年
の

前
年
に
お
い
て
事
業
を
営
ん
で
い
た
期
間
の
月
数
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額
）
と
す
る
。

６

法
第
十
条
の
六
第
五
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
取
得
は
、
代
物
弁
済
と
し
て
の
取
得
と
す
る
。

７

法
第
十
条
の
六
第
五
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
十
六
号

に
規
定
す
る
棚
卸
資
産
、
有
価
証
券
及
び
繰
延
資
産
以
外
の
資
産
の
う
ち
所
得
税
法
施
行
令
第
六
条
各
号
に
掲
げ

る
も
の
（
時
の
経
過
に
よ
り
そ
の
価
値
の
減
少
し
な
い
も
の
を
除
く
。）と
す
る
。

第
五
条
の
八
の
見
出
し
中
「
特
定
設
備
等
」
を
「
特
定
船
舶
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
を
削
り
、
同

条
第
三
項
中
「
の
表
の
第
二
号
の
上
欄
」
を
削
り
、「
第
五
項
」
を
「
第
三
項
」
に
、「
第
八
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改

め
、「
）
及
び
」
の
下
に
「
船
舶
貸
渡
業
（
」
を
、「
船
舶
貸
渡
業
」
の
下
に
「
を
い
う
。
次
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て

同
じ
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
の
表
の
第
二
号
の
中
欄
の
イ
に
規
定
す
る
」
を

「
に
規
定
す
る
特
定
海
上
運
送
業
の
経
営
の
合
理
化
及
び
」
に
、「
で
、」を「（
匿
名
組
合
契
約
（
当
事
者
の
一
方
が
相

手
方
の
事
業
の
た
め
に
出
資
を
し
、
相
手
方
が
そ
の
事
業
か
ら
生
ず
る
利
益
を
分
配
す
る
こ
と
を
約
す
る
契
約
を
含

む
。）又
は
外
国
に
お
け
る
こ
れ
に
類
す
る
契
約
の
目
的
で
あ
る
船
舶
貸
渡
業
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
貸
付

け
を
受
け
た
者
の
沿
海
運
輸
業
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）で
、」に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条

第
五
項
中
「
第
十
一
条
第
一
項
の
表
の
第
二
号
の
中
欄
の
イ
に
規
定
す
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
著
し
く
資
す
る

も
の
と
し
て
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
六
項

を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
第
三
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
十

一
条
第
一
項
の
表
の
第
二
号
の
下
欄
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同

条
第
九
項
を
削
り
、
同
条
第
十
項
中
「
第
四
項
、
第
五
項
又
は
第
八
項
」
を
「
第
二
項
、
第
三
項
又
は
前
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
を
削
る
。

第
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
号
の
」
を
「
第
一
号
の
」
に
、「
新
増
設
」
を
「
新

設
又
は
増
設
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
増
設
」
と
い
う
。）」
に
、「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年

三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
号
」
を
「
第
二
号
」
に
、「
令
和
三

年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
第

四
号
」
を
「
第
三
号
」
に
、「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項

第
三
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第
四
号
」
に
、「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月

三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
号
か
ら

第
四
号
ま
で
」
を
「
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
生
産
等
設
備
」
の
下
に「（
ガ
ス
の
製
造
又

は
発
電
に
係
る
設
備
を
含
む
。
ロ
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
、「
減
価
償
却
資
産
」
の
下
に「（
所
得
税
法
施
行

令
第
六
条
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
、「
取
得
価
額
」

の
下
に「（
同
令
第
百
二
十
六
条
第
一
項
各
号
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
取
得
価
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。）」
を
加
え
、
同
号
ロ
中
「
第
三
号
」
を
「
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中

「
第
五
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
削
り
、
同
条

第
六
項
中
「
第
二
号
」
を
「
第
一
号
」
に
改
め
、「
、
こ
ん
包
業
」
及
び
「
、
機
械
設
計
業
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
条
第
五
号
に
掲
げ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
業（
次
項
第
一
号
に
お
い
て「
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
業
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、「
、
商
品
検
査
業
、」を
「
及
び
」
に
改
め
、「
及
び
同
条
第
十
一
号
に
掲

げ
る
研
究
開
発
支
援
検
査
分
析
業
（
次
項
第
一
号
及
び
第
八
項
第
六
号
に
お
い
て
「
研
究
開
発
支
援
検
査
分
析
業
」

と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
二
号
」
を
「
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第

一
号
中
「
、
機
械
設
計
業
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
業
」
を
削
り
、「
、
商
品
検
査
業
、」を
「
及
び
」
に
改
め
、「
及
び
研

究
開
発
支
援
検
査
分
析
業
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
、
こ
ん
包
業
」
を
削
り
、「
、
デ
ザ
イ
ン
業
及
び
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
」
を
「
及
び
デ
ザ
イ
ン
業
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
二
号
」
を

「
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
及
び
こ
ん
包
業
」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
、
機
械
設
計
業
、
商
品
検

査
業
」
を
削
り
、
同
項
第
六
号
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
三
号
の
」
を
「
第
二
号

の
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
三
号
の
」
を
「
第
二
号
の
」に
、「
第
八
項
第
一
号
」

を
「
第
五
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
五
号
」
を「
第
四
号
」に
、「
旅

館
業
と
し
、
同
号
」
を
「
旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
旅
館
・

ホ
テ
ル
営
業
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
簡
易
宿
所
営
業
（
こ
れ
ら
の
事
業
の
う
ち
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を

除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旅
館
業
」
と
い
う
。）と
し
、
同
表
の
第
四
号
」
に
、「
旅
館
業
用
建
物
」
を
「
旅
館

業
の
用
に
供
す
る
建
物
（
そ
の
構
造
設
備
が
同
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。）」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
号
」
を「
第
四
号
」

に
、「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第

二
号
中
「
第
二
号
」
を
「
第
三
号
」
に
、「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、

二

前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合

前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
項
又
は

第
九
項
の
給
与
等
支
給
額

第
五
条
の
六
の
三
の
二
第
十
八
項
中
「
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
」
を
「
の
規
定
の
適
用
を
」
に
、「
同
条
第

三
項
第
六
号
」
を
「
同
条
第
三
項
第
五
号
」
に
、「
継
続
雇
用
者
比
較
給
与
等
支
給
額
が
」
を
「
新
規
雇
用
者
比
較
給

与
等
支
給
額
が
」
に
、「
お
け
る
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
」
を
「
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
さ
な
い
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、

同
条
第
二
十
項
を
削
り
、
同
条
第
十
九
項
中
「
の
規
定
」
を
「
又
は
第
二
項
の
規
定
」
に
、「
同
条
第
三
項
第
十
号
」

を
「
同
条
第
三
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
係
る
」
の
下
に
「
法
第
十
条
の
五
の
四
第
一
項
第
二
号
に

規
定
す
る
」
を
加
え
、「
法
第
十
条
の
五
の
四
第
一
項
第
三
号
」
を
「
同
号
及
び
同
条
第
二
項
第
二
号
イ
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
第
十
条
の
五
の
四
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
十
条
の
五
の
四
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
第
二
号

イ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

19

法
第
十
条
の
五
の
四
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
同
項
に
規
定
す
る
中
小
事
業
者
の
そ
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
年
に
係
る
同
条
第
三
項
第
十
号
に
規
定
す
る
比
較
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
が
零
で
あ
る
場
合

に
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
か
ら
そ
の
比
較
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
を
控
除
し
た
金

額
の
当
該
比
較
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
に
対
す
る
割
合
が
百
分
の
一
・
五
以
上
で
あ
る
と
き
に
該
当
し
な
い
も
の

と
す
る
。

第
五
条
の
六
の
三
の
二
第
二
十
一
項
中
「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
七
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
の
六
の
四
と

す
る
。


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